
●平成30年10月１日発行／発行所・蕨市役所
●９月１日現在人口：75,214人　前月比  －27人
　世帯数：38,974　　   人口密度：14,718人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2018/平成30年
わらび・813

～今月の特集～
　  ◦わらび市政スポット
　  ◦自転車の安全利用

広報WARABI

～今月の表紙～　チャンピオンカップ
　先月、錦町スポーツ広場で行われた小
学生のサッカー大会の様子。選手たちは
練習の成果を存分に発揮していました。
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在
地
で
の
建
替
え
を
基
本

と
す
る
方
針
を
昨
年
度
に

決
定
し
た
市
庁
舎
の
耐
震
化
整
備
。

今
年
度
は
新
庁
舎
の
基
本
理
念
や

規
模
、
機
能
な
ど
新
庁
舎
建
設
の

根
幹
と
な
る
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
庁
舎
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
災

害
対
応
の
拠
点
で
あ
り
、
ま
ち
の

象
徴
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
利
用
し
や
す

く
、
安
心
し
て
使
い
続
け
ら
れ
る

施
設
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、
広
く
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
審

議
会（
３
㌻
参
照
）を
設
置
し
、
審

議
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
６
月
に

は
市
民
３
０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
つ
、
公
共
公
益
施
設
の

方
針
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
検
討

委
員
会
で
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」、

「
駅
前
立
地
へ
の
適
性
」、「
蕨
ら
し

さ
・
ま
ち
へ
の
愛
着
」、ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
を
含
め
た「
財
政
負
担
」

の
観
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、
こ
の

度
、方
針
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

の
顔
、
都
市
づ
く
り
の
核

と
な
る
事
業
と
し
て
進
め

て
い
る
蕨
駅
西
口
再
開
発
事
業
。

今
年
度
、
準
備
組
合
が
事
業
計
画

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
、

市
で
は
事
業
計
画
作
成
へ
の
補
助

や
都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
、
再

開
発
建
物
内
の
公
共
公
益
施
設
の

方
針
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

針
案
で
は
整
備
す
る
公
共

公
益
施
設
を
図
書
館
と
行

政
セ
ン
タ
ー
と
し
、
場
所
は
再
開

発
建
物
内
の
３
階
、
面
積
は
お
お

む
ね
２
０
０
０
平
方
㍍
か
ら
２
２

０
０
平
方
㍍
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
は
駅
利
用
者
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

今
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
に
使
い

や
す
い
施
設
と
な
る
ほ
か
、
お
お

ぜ
い
の
人
が
行
き
交
う
こ
と
で
、

蕨
市
新
庁
舎
建
設
に
関
す
る

　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果

　今月の特集・市政スポットでは、現在市が進めている
取り組みの中から、蕨市新庁舎建設に関する市民アン
ケートの結果と、この度まとまった蕨駅西口再開発にか
かる公共公益施設の方針案についてお伝えします。

現
在
の
蕨
市
庁
舎

現

蕨

方

特　集

市政スポ
ット

　らび
まちの情

報を

発信しま
す

◇ 

現
在
地
で
建
替
え
が
決
定
し
て
い
る
蕨
市
新
庁
舎

◇ 

新
庁
舎
建
設
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
中

◇ 

広
く
意
見
を
聴
く
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

蕨の発展に向けて進める蕨駅西口再開発事業

Point

Point
◇ 方針案で示した公共公益施設は｢図書館｣、｢行政センター｣
◇ 整備面積はおおむね2,000～2,200平方㍍を想定
◇ 今月22日までパブリック・コメントを実施し、年度内に方針決定へ

01

02 蕨駅西口再開発にかかる

　公共公益施設の方針案まとまる



3【　　】

3　広報WARABI

ン
ケ
ー
ト
の
主
な
設
問
は

市
役
所
の
利
用
状
況
、
現

庁
舎
の
課
題
、
新
庁
舎
の
建
設
な

ど
に
関
す
る
こ
と
で
、
１
４
４
２

人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
庁
舎
の
課
題
に
つ

い
て
は
「
通
路
、
ロ
ビ
ー
や
待
合

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
狭
い
」
と
い
う

回
答
が
多
く
、
ま
た
、
新
庁
舎
の

建
設
で
重
要
視
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、｢

災
害
対
応
の
拠
点
と
な
る

安
全
・
安
心
な
庁
舎
で
あ
る
こ
と
」

が
最
も
多
い
回
答
と
な
り
ま
し
た

（
詳
し
く
は
上

囲
み
参
照
）。

　

な
お
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果

は
審
議
会
に
報

告
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、

来
年
１
月
を
め

ど
に
審
議
会
か

ら
答
申
を
受
け
、

基
本
構
想
・
基

本
計
画
の
案
を

策
定
し
た
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
を
経

て
、
年
度
内
に

決
定
し
ま
す
。

再
開
発
に
お
け
る
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
現
図
書
館

の
大
規
模
改
修
や
、
そ
れ
に
伴
う

長
期
間
の
休
館
が
避
け
ら
れ
る
と

い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
行
政
セ
ン
タ
ー
は
利
用

頻
度
の
高
い
各
種
証
明
書
の
発
行

や
住
民
異
動
の
手
続
き
な
ど
の
窓

口
業
務
を
扱
う
施
設
で
す
。
そ
う

し
た
施
設
を
ア
ク
セ
ス
の
良
い
駅

前
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

特集：わらび市政スポット

ア

公共公益施設が整備される再開発建物の建設予定区域

公共公益施設の方針（案）について
ご意見をお聴かせください

　提出＝所定の様式（政策企画室、市民
活動推進室、各公民館、図書館、市ホー
ムページで入手可）に必要事項を記入の
上、郵送、メール、FAX、持参で22日ま
でに政策企画室（☎433・7698　捌432・
7992　糸seisaku@city.warabi.saitama.jp）

～蕨駅西口再開発事業～
ところ＝中央１丁目の一部
区域面積＝約1.9㌶（第１
工区約0.6㌶は整備済み）

ＪＲ蕨駅

第２工区
都
市
計
画
変
更
案
に
お
け
る
建
物
等
配
置

今回の方針案では
再開発建物内の３
階を公共公益施設
として、図書館と
行政センターを整
備することとして
います。

2018年度 2019年度 2020年度 2021～23年度

基本構想・
基本計画 基本設計 実施設計 建設工事

蕨市新庁舎建設の想定スケジュール

　新庁舎建設の基本理念や規模、機能
などをまとめる蕨市新庁舎建設基本構
想・基本計画審議会。学識経験者や公
共的団体の代表、市議会議員、公募市
民による13人の委員で構成され、これ
まで４回の会議を開催しました。来年
１月をめどに市に答申をする予定です。
詳細＝庁舎建設室（☎420・8866）

来年１月をめどに市に答申（予定）
　蕨市新庁舎建設基本構想・
　　　　　　　　基本計画審議会

調査期間：平成30年６月５日～６月26日
調査内容：◎市役所の利用状況について
　　　　　◎現庁舎の課題について
　　　　　◎新庁舎の建設について　など全15項目
対象：市内在住18歳以上の男女3,000人（無作為抽出）
回収率：48.1％（1,442人）

１位 �通路、ロビーや待合スペースなど
が狭い

２位 �行きたい部署（窓口）がどこにある
のかの案内表示がわかりにくい

３位 �トイレに行くのに階段を上るまた
は下りる必要がある

４位 �庁舎が老朽化しており、安全性に
不安を感じる

５位 �階段や段差が多く、高齢者・障害
者にとって利用しにくい

現庁舎の課題について
Ｑ：これまで市役所に来られた際に、
施設面や環境面でご不満・ご不便を感
じたことはどのようなことですか。

新庁舎の建設について
Ｑ：市庁舎の整備にあたり、市庁舎の
位置づけ・役割として重要視すること
は何ですか。

１位 �災害対応の拠点となる安全・安心
な庁舎であること

２位 �誰もが利用しやすい高い利便性を
備えた庁舎であること

３位 �省エネルギーなど地球環境にやさ
しい建物であること

４位 �建設・維持管理のコストを抑制す
ること

５位 �経済性にすぐれたコンパクトな庁
舎であること

～蕨市新庁舎建設に関する市民アンケート～

第１工区
（整備済み）

くるる

マンション

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
は
現
在
行

っ
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト（
左
囲
み
参
照
）

を
経
て
、
年
度
内
に
方
針

を
決
定
し
ま
す
。
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは
秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
英
書
を
読
む
会　

金
曜
日　

午
前

10
時　

中
央
公
民
館　

月
５
０
０
円

≪
桐
谷
・
緯
443
・
０
２
３
２
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午
前

９
時
半　

南
公
民
館　

無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ
＆

ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

塚
越
・
錦
町
・

南
町
の
皆
様
へ　

近
所
の
か
た
が
た

の
た
め
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
立
ち
上
げ

て
健
康
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
≪
平

田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
中
～
小
学
生
≪
武
藤
・
緯
080
・
５

０
６
３
・
６
２
２
２
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談
話
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
オ
カ
リ
ー
ナ
わ
ら
び
（
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏
）　
月
４
回
火
曜
日　

午
前
９

時　

く
る
る　

月
１
０
０
０
円
≪
青

儀
・
緯
080
・５
４
０
４
・５
２
１
２
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
の
う
ち
、
人
身
事
故
の
件
数

は
１
８
５
件
で
、10
年
前
と
比
べ
、

半
分
以
下
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
首
都
圏
に
位
置
し
、
坂

道
が
少
な
い
蕨
で
は
自
転
車
利
用

者
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
自
転
車

事
故
の
割
合
が
36
・
５
％
（
下
グ

ラ
フ
）と
、高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
事
故
は
出
会
い
頭が

し
ら

に
発

生
す
る
も
の
が
最
も
多
く
、
原
因

と
し
て
一
時
不
停
止
や
安
全
不
確

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
な

か
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に

向
け
交
通
安
全
教
室（
５
㌻
）

を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ん
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

認
、信
号
無
視
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
か
た
は
、
あ

ら
た
め
て
、ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー（
自

転
車
安
全
利
用
五
則
は
上
図
）
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

減
少
傾
向
に
あ
る
交
通
事
故

依
然
高
い
自
転
車
事
故
割
合

リポートそこが知りたい〈１32〉

自
転
車
の
安
全
利
用
に
つ
い
て
学
ぶ
交
通
安
全
教
室

①�自転車は、車道が原則、歩
道は例外
②車道は左側を通行
③�歩道は歩行者優先で、車道
寄りを徐行
④安全ルールを守る
　●�飲酒運転・二人乗り・並

進の禁止
　●夜間はライトを点灯
　●�交差点での信号遵守と一

時停止・安全確認　
⑤子どもはヘルメットを着用

自転車安全利用五則

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
へ

心
が
け
よ
う　
自
転
車
の
安
全
利
用

蕨の「いま」を
　　　　伝えます!!

　首都圏に位置し、坂道が少ない
蕨では自転車が広く利用されてい
ます。自転車は便利ですが、ルー
ルを守らないと思わぬ事故につな
がることも。安全な利用法や今年
度から加入が義務化された自転車
保険について確認しましょう。

市内の交通事故の状態別内訳
（平成29年）

自転車
36.5％

歩行者
14.6％

自動車
39.3％

二輪車
9.1％

その他
0.5％
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▼
楊
名
時
（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・

セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦

島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
太
極
拳
ク
ラ
ブ
（
初
心
者
コ
ー

ス
）　
月
４
回
月
曜
日　

午
前
９
時

下
蕨
公
民
館　

月
１
５
０
０
円　

≪

赤
羽
根
・
緯
442
・
１
６
８
５
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５
０
０
～

２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１

０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生　

活
動

時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９

４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部
「
江
戸
城
・
富

士
見
櫓　

参
加
者
説
明
会
」　
日
時
等

は
電
話
確
認
≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４

３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
子
育
て
サ
ロ
ン
ち
き
ん
え
っ
ぐ　

15
日　
午
前
10
時　
メ
リ
ー
ポ
ピ
ン
ズ

蕨
北
町
ル
ー
ム　
親
子（
１
歳
～
５
歳
）

無
料
≪
髙
橋
・
緯
430
・
７
８
３
６
≫

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

９

日　
午
後
１
時
15
分　
く
る
る　
６
０

０
円
≪
坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
江
戸
あ
る
き「
西
新
宿
め
ぐ
り
・
成

子
天
神
、
熊
野
神
社
を
経
て
都
庁
北

展
望
室
へ
」　
６
日
・
11
日　
午
前
９
時

蕨
駅
改
札
前　

７
０
０
円
≪
富
山
・

緯
090
・
２
７
６
４
・
１
３
４
２
≫

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

２
日
＝

中
央
公
民
館　

12
日
＝
南
公
民
館　

18
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・
緯
090
・
２

３
０
２
・
８
５
１
０
≫

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

　蕨の特色が生かされた蕨ブランド
認定品と双子織商品などが今月から
市民体育館で展示・販売されます。
ぜひ､ お立ち寄りください。
販売時間＝午前９時～午後８時
詳細＝市民体育館（緯432・2611）
※�各商品の詳細については、蕨ブランド
認定品は商工生活室（緯433・7750）、双子
織商品等は蕨商工会議所（緯432・2655）

　

近
年
、
自
転
車
事
故
に
よ
る
高

額
賠
償
請
求
事
例
が
全
国
各
地
で

見
ら
れ
て
い
ま
す
。埼
玉
県
で
は
、

今
年
度
か
ら
被
害
者
救
済
と
加
害

者
の
経
済
的
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
県
内
で
自
転
車
を
利
用
す
る

場
合
に
は
自
転
車
保
険
等
へ
の
加

入
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。
加
入

状
況
を
確
認
し
、
自
分
に
あ
っ
た

保
険（
上
表
）に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
暮
れ
が
早
く
な
る
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
交
通
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
。
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す

る
な
ど
、
あ
ら
た
め
て
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

被
害
者
救
済
の
確
保
の
た
め

自
転
車
保
険
加
入
が
義
務
に

　埼玉県では自転車事故を起こした際の被害者救済などを
図るため、自転車保険への加入が義務になりました。

事故による損害を補償する自転車保険等の種類
個人賠償責任保険
（自転車向け保険､ 自動車保険 ･火災保険 ･傷害保険の特約）
団体保険（会社等の団体保険、ＰＴＡの保険）
共済（全労済、市民共済など）
ＴＳマーク付帯保険（※下記参照）
クレジットカードの付帯保険

　自転車安全整備士が点検確認し
た自転車に貼付されるもので、傷
害保険と賠償責任保険、被害者見
舞金（赤色マークのみ）が１年間
付帯されます。ＴＳマークの加入
については自転車安全整備店の看
板のあるお店にご相談ください。青色マーク 赤色マーク

ＴＳマーク（自転車向け保険）とは

スケアード・ストレイト交通安全教室
　自転車の交通事故などをスタント
マンが実演。ひやっとする場面を再
現し、交通安全の意識を高めます。
とき＝19日（金）　午後１時45分
ところ＝東中学校
問い合わせ＝安全安心推進課（緯
430・7834）※見学自由。雨天中止。 スタントマンが事故を再現

19日
開催

蕨ブランド・双子織商品
市民体育館で販売開始 !!

①

④

③

⑤

②

①双子織ショルダーバッグ
②わらびりんごサイダー（注１）
③蕨硝子
④蕨上田オリジナル鳶服（注２）
⑤IBIZA双子織バッグ（注２）
注１：一人２本まで　注２：展示のみ

① ②

④ ⑤

③

①ふタコＴシャツ　②名刺入れ	
③蕨大人ドレ　④トートバッグ	
⑤ティッシュケース
※�このほかネームストラップ、
ヘアゴム、小銭入れ、長財布、
ポーチなどもあります。

双子織
商品等

入っていますか？自転車保険
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9/28（金）～10/4（木） 5（金）～11（木） 12（金）～18（木） 19（金）～25（木） 26（金）～11/1（木）
00 タウンタウン

お年寄りを敬う会
さくら保育園のお月見

タウンタウン
わらびでも起こりうる大雨・
洪水　命を守る行動のため
に知っておきたいこと
親子で消防署見学

タウンタウンワイド

中央・塚越・南町・錦町地区
生涯学習フェスティバル

タウンタウン
わらびのちびっこ力士が

大活躍！
東小の稲刈り

タウンタウン

親子リトミック教室
人が集まる!!チラシ講座

10 蕨市政なう！

進む　にぎわいあふれる
元気なまちづくり

安全安心なまちづくり

秋の交通安全
運動出発式ほか

特集・ウィークリープラス

手づくり
学校コンサートin二中

蕨市政なう！

子育て環境・教育の
更なる充実へ

20 採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

施設便利ガイド

蕨戸田衛生センター組合

市政ガイド
ウォーキングで

健康づくり
健康長寿蕨市モデル事業

市政ガイド
街中が音楽に
あふれる２日間に！

11月10日・11日は市民音楽祭

採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

ま
ち
の
話
題

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」10 月の番組表CATV

こ
こ
で
は
９
月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　９月６日、南公民館で「ちびのびっこク
ラブのミニミニ運動会」が行われました。
同クラブに登録している親子を対象に開か
れた運動会には親子18組が参加。玉入れや
綱引き、リレーなどの種目に挑戦し、みん
なで触れ合いを深めながら、スポーツの秋
を楽しんでいました。

親子で楽しむミニ運動会

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

　日頃の生涯学習の成果発表を目的に、毎
年、市内公民館で開かれている「生涯学習
フェスティバル」。下蕨地区では９月７日か
ら９日まで、下蕨公民館を主会場に開催。
同館開館50周年を記念した座談会や各団体
の発表、作品展示などを通じ、訪れた2,119
人は交流と学びを深めていました。

各地で生涯学習成果発表

　９月６日、蕨商工会議所で「スピーチコ
ンテスト」が開催されました。中学生の英
語によるコミュニケーション能力の向上と
国際的な視野を広げることを目的としたこ
の催し。各校の代表13人は、日常生活や体
験を通じて得た思いなどをジェスチャーを
交えながら堂々と発表しました。

自分の思いを英語で主張
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第
４
回
市
民
音
楽
祭
が
11
月
10

日
、
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
は
15
会
場
23
ス
テ
ー
ジ
と
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ジ
ャ
ズ
、軽
音
楽
、民
族
的
音
楽
、

吹
奏
楽
、
お
や
じ
バ
ン
ド
な
ど
多

彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
楽
し
め

ま
す
。
今
回
注
目
さ
れ
る
の
が
、

昭
和
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
テ
ー
マ
に

し
た
紅
白
歌
合
戦
で
す
。
予
選
に

は
68
組
も
参
加
し
、
音
楽
祭
当
日

は
、
見
事
に
予
選
を
通
過
し
た
16

歳
か
ら
86
歳
ま
で
の
38
組
が
出
場

し
ま
す
。
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
見
ら
れ
る
の
か
、
勝
敗
の
行

方
は
、な
ど
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
昨
年
大
き
な
注
目
を
集
め

た
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
坂さ

か
田た

明あ
き
ら

さ
ん
、

左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
智ち

内な
い

威た
け

雄お

さ

ん
が
、
幕
末
の
天
才
絵
師
・
河か

わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

を
モ
チ
ー
フ
に
新
た
な
音
楽

を
奏
で
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

会
場
を
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
移

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

先
日
、
蕨
一
中
音
楽
部
が
初
め

て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
関

東
甲
信
越
大
会
に
出
場
し
、
銅
賞

を
獲
得
し
た
と
い
う
嬉
し
い
ニ
ュ

ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
、
音
楽
が
豊
か
で
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
蕨
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

112

市長　賴 髙 英 雄

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木
曜日。今月は４日です。
11月は１日です。時間
は午後１時～５時を予
定しています。
　ご希望のかたは秘書
広報課（緯433・7701）
へご連絡を。

　９月15日、市民会館で「お年寄りを敬う
会」が開催されました。市内在住の77歳以
上（９月１日現在）になる7,073人をお招
きし、1,309人が出席。子どもたちによる
敬老作文の朗読や蕨少年少女合唱団の合唱
をはじめ、歌謡ショーなどが行われ、ご長
寿を盛大にお祝いしました。

ご長寿祝う敬老会を開催

相
撲
大
会
で

小
学
生
大
活
躍

　先月に開催された県ジュニア相撲選手権
大会の結果報告に、９月13日、参加した小
学生が市役所を訪れました。個人戦では３
年生の部で塚越小学校の今

いま

泉
いずみ

竜
りゅう

騎
き

さんが優
勝したほか、大将不在の４人で挑んだ団体
戦では34年ぶりの準優勝を成し遂げました。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－558－

　
「
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が

大
好
き
で
、甘
え
ん
坊
な
佑
和
。

最
近
は
２
歳
下
の
妹
の
世
話
を

進
ん
で
す
る
な
ど
、
だ
ん
だ
ん

と
お
姉
ち
ゃ
ん
ら
し
く
な
り
、

夫
と
私
が
あ
や
し
て
も
妹
が
笑

っ
て
く
れ
な
い
と
き
は
、
佑
和

に
代
わ
っ
て
も
ら
う
と
す
ぐ
満

面
の
笑
み
に
。
こ
れ
か
ら
も
、

『
佑
和
』と
い
う
名
前
に
込
め
た

よ
う
に
、
人
と
の
和
を
た
い
せ

つ
に
す
る
思
い
や
り
の
あ
る
子

に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」と
、

母
親
の
有
希
子
さ
ん
。

佑
ゆう

和
な

ちゃん（２歳８か月）

横地 真
ま

央
お

さん

　　 有
ゆ

希
き

子
こ

さんの 長女
錦町２丁目

まち中に音楽があふれる
市民音楽祭が11月開催へ
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天才絵師の作品

蕨にあり
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由
な
発
想
で
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
て
ほ
し
い
」。繰
り

返
し
そ
う
話
す
の
は
、
南
町
２
丁

目
の「
こ
ど
も
の
た
め
の
造
形
室
・

ア
ト
リ
エ
ま
あ
る
」
で
幼
児
か
ら

小
学
生
を
対
象
に
絵
画
や
造
形
の

創
作
指
導
を
行
う
久
津
輪
万
里
さ

ん
（
中
央
１
丁
目
）
で
す
。
市
内

の
児
童
館
や
公
民
館
で
講
師
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

自
宅
が
幼
稚
園
と
い
う
環
境
で

育
っ
た
久
津
輪
さ
ん
は
、
も
の
心

つ
い
た
頃
か
ら
周
囲
に
あ
る
ク
レ

ヨ
ン
や
色
紙
な
ど
を
使
っ
て
自
由

に
遊
び
、
以
来
創
作
が
趣
味
に
。

大
学
で
は
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
、

卒
業
後
は
ソ
フ
ト
会
社
で
デ
ザ
イ

ン
を
手
が
け
ま
し
た
。

　

結
婚
後
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち

た
い
と
考
え
て
い
た
久
津
輪
さ
ん
。

広
報
蕨
　
八
一
三
号
　
平
成
三
十
年
十
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
アトリエまある　指導者　　　

久
く

津
つ

輪
わ

 万
ま

里
り

 さん

「
自

創造の喜びを子どもたちに

息
子
に
幼
少
か
ら
自
由
な
創
作
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
子
ど
も
向
け
の

美
術
教
室
を
開
く
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。
都
内
の
教
室
で
１
年
間

勤
務
し
て
指
導
法
を
学
ん
だ
後
、

平
成
８
年
に
自
宅
を
開
放
し
ア
ト

リ
エ
ま
あ
る
を
ス
タ
ー
ト
。
そ
の

後
現
在
の
ア
ト
リ
エ
へ
移
転
し
、

こ
れ
ま
で
20
年
以
上
に
わ
た
り
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
創
造
の
場
を

提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
む
の
は
、

水
彩
画
な
ど
の
平
面
作
品
や
粘
土
、

紙
工
作
な
ど
の
立
体
作
品
。
決
ま

っ
た
型
に
は
め
込
ま
ず
、
自
主
性

や
個
性
を
尊
重
す
る
久
津
輪
さ
ん

の
下
で
伸
び
伸
び
と
作
る
子
ど
も

た
ち
は
、
上
手
に
作
る
こ
と
よ
り

も
思
い
の
ま
ま
を
自
由
に
表
現
す

る
こ
と
が
得
意
で
す
。「
自
分
も

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
み
た
い
」
と

話
す
久
津
輪
さ
ん
。
思
い
が
け
な

い
発
見
を
し
て
子
ど
も
た
ち
と
い

っ
し
ょ
に
感
動
す
る
の
が
何
よ
り

の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
「
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
め
る
も

の
に
出
合
っ
て
も
ら
え
た
ら
」。

今
月
の
６
日
と
７
日
に
は
ア
ト
リ

エ
ま
あ
る
で
年
に
一
回
の
文
化
展

が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
ユ
ニ
ー
ク
で
魅
力
的
な
作
品
の

数
々
が
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

輝

いて
ます

優しく丁寧に指導する久津輪さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

天あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
が
天あ

ま

の
岩い

わ

戸と

に
隠
れ
、

世
界
が
暗
闇
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
天あ

ま
の
う
ず
め
の
み
こ
と

鈿
女
命
が
あ
ら
れ
も
な

い
姿
で
舞
い
、
手た

ぢ
か
ら
を
の
み
こ
と

力
男
命
が
岩
戸

を
開
け
て
、
中
か
ら
天
照
大
神
を

連
れ
出
し
た
と
い
う
日
本
神
話
の

一
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
作
品
は
国
語
の
教

科
書
の
副
読
本
な
ど
に
、
日
本
神

話
を
象
徴
す
る
絵
と
し
て
よ
く
用

い
ら
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.29 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　中学生～大学生500円
　　　　小学生以下300円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館
　　｢暁翠生誕150年記念
　　　　　暁翠のお手本･画稿｣展
　　 同時開催｢立原位貫 復刻版画｣展
　　 期間＝10月24日(水)まで

暁翠筆 ｢天の岩戸図」
紙本・墨画彩色　軸装・双幅

本
作
品
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現
在
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で
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だ
け
ま
す


